















































































獣qKbakda） 明るい明暗領域 ｡]暑叶（eodupda） 暗い




























ヨヰ（keuda） 大きい大小領域 斗可（jakda） 小さい
国叶（meolda） 遠い遠近領域 ﾌﾄ暫叶（gakkapda） 近い









































































































































































































































































































感覚藷場 基鱗語 転義 語例 活用:形 備篝
手が～〈なる 韓国語汚い ～手 連用・連体･終止静的 日本語手が～召呼／黒い（geomda）視覚語場 真っ～<忘れる完全に 連用 韓国語真っ～〈知らない
国会が～<なる入lglz百斗／うるさい 紛糾する ～国会 連用・連体･終止 韓国語(sikkeureopda） 国会が～聴覚語場
連体･終止 韓国語三号司叶／静かだ ～』性格落ち着いている 性格が～(joyonghada） 連体 日本語





手ぬるい ～点数 連用・連体･終止 日本語
点数が～
快く ～<受け入れる 連用 韓国語
韓国語
日本語坐斗／苦い（sseuda） 不愉快だ ～経験 連体味覚語場
～<つける～点数点厳格だ 連用・連体･終止 日本語数が～咽斗／辛い（maepda）
やつと ～<も逃げ切る 連用 日本語
～<つける～点数点外叶／しょっぱい(jjada） 厳格だ 連用・連体･終止 韓国語数が～
韓国語不機嫌だ ～表情 連用･連体･終止 日本語割ゴー／渋い（tteolda）
奥深い 一色 連体 日本語
旱百ｺ-／重い触覚語場 反応が遅い パソコンが～ 終止 日本語(mugeopda）
胸を～<する～胸胸 韓国語｡}三℃}／痛い（appeuda）痛覚語場 つらい 連用・連体･終止が～ 日本語






































L teutadE, ･ ロ
(Ｂ共起する意味）
感蕊語鰯 鰯愚議議祷滕鐘蕊語 鵜遥1綴凝議鰯 活繍彩 備篝
静的 コヰ／白い（huida） 雪、白髪 ～もの 連体 日本語視覚語場
動的 鍬叶／短い（jjalda） 低学歴 かばんの紐が～ 終止 韓国語視覚語場
坐斗／苦い(sseuda)’食欲がない ロの中が～ 終止 韓国語
～天気（風）噌叶/辛い(maepda） 寒い 連体･終止 韓国語天気（風）が～味覚語場
眠い 目が～ 終止 日本語罰可／渋い（tteolda）
けちである 財布が～ 終止 日本語
ﾌ掴可‐／軽い 韓国語軽食 ～食事 連体(gabyeopda） 日本語触覚語場 旱百コ／重い 重病 ～病気 連体 日本語(mugeopda）
連体･終止｜韓国語温度
感覚語場
三石叫／熱い ～仲恋愛関係(tteugeopda） 仲が～ 連体 日本語
(Ｃ慣用的意味）
感蕊譲鶏 基議語 蕊j趨溌愚議麟〆躯ｉ蕊繍繊議譲繭 溌穏蕊 備鍔




ヨゴ．／大きい 本末転倒である 腹よりへそが～ 終止 韓国語(keuda）
〒司叶／（きな）臭嗅覚語場 刑務所に入る ～飯を食う 連体 日本語い（gurida）
～汁だけ吸う 韓国語萱ゴー／甘い（dalda） 他人の利益を得る 連体
～汁を吸う 日本語
味覚語場 小さい唐辛子が～ 韓国語小さくてもあなどれ咽叶/辛い(maepda） 終止山椒は小粒でもない 日本語びりりと～
ﾌﾄ闇叫／軽い 韓国語軽率だ 口が～ 終止(gabyeopda） 日本語触覚語場
旱召叶／重い 韓国語寡黙である 口が～ 終止(mugeopda） 日本語
嫉妬する 腹が～ 終止｡}三℃}／痛い 韓国語痛覚語場 (appeuda） つらい経験をする’～目を見る 連体 日本語
温度 三百コ／熱い ひどい苦痛を伴う試 ～味を味わう 連体 韓国語感覚語場 線を受ける(tteugeopda）
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(忍耐性）強 気が長い召叶／長い 日本語弱 気が短い（gilda）




(思いやり）有 度量が広い 韓・日i脈 度量が狭い動的
視覚語場
晶叫／広い
(neolda） 足が広い 韓国語香斗／狭い (交際範囲）大 ×




























































旱召叫／重い触覚語場 (長居）可能 尻が重い 韓国語(mugeopda） 不可能 尻が軽い
三百ｑ‐／熱い (試練の経験）温度 (tteugeopda）
え}rＷ冷たい
熱い味を味わう有 韓国語感覚語場 ×無(chada）
八本研究の価値と残された課題
上記の記述のように本論文は、今まで行われてきた感覚語彙に関する研究を踏まえて－部ではなく
感覚全体にかけて韓日両言語の感覚形容詞を取り上げ、その相互関係を比較対照して語彙体系を明ら
かにし、意味分析および意味の対照による意味的差異も明確にし、感覚形容詞の全体像をまとめたの
が大きな成果である。
また意味的な類似点と相違点は韓日両国の言語文化理解を深めるのに役立った。本論文で採用した
研究方法は「感覚語場」の考察に非常に有効であったため、この方法を用いて感情語彙の考察にも取
り組んで、それぞれの「語場」の語彙体系化と意味的差異を明らかにすることは今後の課題とする。
Abstract
Thisresearchdefinedtheconceptofsense-wordsfieldas1Iacollectionofsense-wordswhichexpresses
internalorexternalstimuliassensesperceivedthroughsensualorganslikeeyes,ears,nose,tongue,skin,ａｎｄｓｏ
ｏｎ,I1configuredI1sight,sound,smell,taste,touch,andintemalsenseIIassixdifferenttypesofwordfields,and
thenidentifiedtheircorrelationasanexpansionoftransferreddirectionandmetaphoricconceptinregardsto
i1synaestheticmetaphor11and1ImappingfUnction'１．
Followingarethemolphologica]/semanticfeaturesofeachsense-wordsfieldtypeidentifiｅｄ
(1)Morphologicalfeatures
①WhilesenseadjectivestakevariousfOrmsaccordingtouseofdifTerentaffixesandresultingderivative
wordsinbothKoreanandJapanese,KoreanhasamuchricherarrayofsenseadjectivesthanJapanese
duetodifferentiationbythephonologicalalternationsanddevelopmentofsuffixeswhicharenon-
existentinJapanese．
②AsfOrthecomplexadjectiveswhicharefOrmedbycombiningsensewords
（color-taste），KoreanexpressionsaremoreabundantthanJapanese,whichcanbeexplainednotonly
bydifferencesinwordfOrmationbutalsobytheKoreanpeople1stendencyoftediouslydiversifyingand
classifyingfOodrecipes,etc．
(2)Semanticfeatures
①Whilethetransfe1Teddirectionaccordingtosynaestheticmetaphor,Ｌｅ，
modificationandmodihedrelation，isgenerallyknownasunilateralfromtouchtotasteandsmell，and
thereversemodificationrelationisnotthoughttobepermissible，modifcationrelationfromsmellto
tasteactuaUyexists・TherefOre,thetransferreddirectionoftasteａｎｄｓｍellisnotunilateralbutmutuaL
②Ｗｈｅｎtwobasicmeamngsfbrmonescnseadjectiveandthatsenseadjectiveisusedforitsderived
meaningasanexpansionofthemetaphoricconcept,itcaneitherbemutuallypaired(pairmapping)or
unilaterallyunpaired(singlemapping）．
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論文審査結果の要旨
孫京鍋氏の学位請求論文は、感覚を表す韓国語形容詞と、その韓国語とほぼ同等の意味を表す日本
語との対照研究である。両言語の形容詞に関する先行研究と異なる本論文の独創的特徴として評価で
きる点は、以下の６点にまとめることができる。
(1)両言語からどの感覚形容詞を選んで比較対照するかを決定づける際に、トリーアの語場の理論を
再検討した上で、従来の両言語の感覚語彙研究で用いられてきた分類基準とは異なる６種類の語場を
立てた。これらの語場は、常識的にアプリオリに設定されたようでありながら、身体感覚への意味論
的考察に裏付けられたものとして評価できる。
トリーアの語場の理論は1931年に示されたものだが、現在の「語彙体系」に関する基礎的定義づ
けを行ったものとして知られている。そこでは、語の集合体である語彙と語彙の間に語場が存在して
いると規定し、語の意味は、それが用いられる文脈からの規制を受ける前に語場の中において個々に
関係づけられ規制を受けているとする。トリーアの定義に従えば、中間世界である語場の分け方は語
と語の関係に反映されているのであり、よって、語場の分類は言語ごとに異なっていることになる。
しかし、筆者はヴァイスゲルバー（1953年）による語場の概念の訂正を受け入れ、「人間は外界に対
するときに、それを解釈し意識化するという過程を通じて、まず一つの精神的中間世界に外界を作り
変える」とし、その精神的中間世界の一つが語場であると捉え直した。その結果、本論文で設定され
た語場は、できるかぎり「人間の身体感覚に存在する普遍性」を重視したものとなった。また、視覚
語場という常識的に認められる身体感覚について、従来から視覚語場の特徴とされていた静的視覚語
場のほかに「動的視覚語場」を立て、認知言語学でも重要視する「視線による走査」に属する語彙と
して長短。高低。遠近などを扱った。このように、従来の形容詞分類で、感覚とは異なる「計量」と
いう範蠕に属させられていた語彙を感覚語場の中で扱った結果、後に述べる「共感覚」についても新
しい解釈をすることとなった。
また､語彙分類に関する二つの大きな特徴のほかに､語場の分類に見られる６番目の語場として「体
内感覚」を立てて､快感･不快感が不可欠の意味としてともなう語彙（｢すがすがしい」「ひもじい」等）
を扱い、感覚以上感'情以下という中間的語場を認めたことも本論文の特徴である。
(2)本論文では、両言語に同一の意味領域をあてはめ、さらにそれぞれの意味領域に基本語を選定し
た上で比較対照を行っている。この手順は、従来の対照研究の方法に比べて個々の特徴を明らかにす
る点で、数段効果的であったと評価できる。
本論文の語場の定義によれば、語場と語の意味との関係は、中間的精神世界のありかたと、それが
細分化された個々の言語形式が習'慣的に結び付けられたもの、ということになる。その細分化が進む
につれ、普遍的な人間の身体感覚から離れて各言語社会で作り上げられる感覚の区別が明白となる
が、その言語形式との結びつきが強くなる感覚の分類段階を「意味領域」と本論文では呼んでいる。
そして、本論文では筆者の母語であり、ネイティブスピーカーとしての内省が可能な韓国語形容詞の
意味領域に基準を置くことにした。その結果､その意味領域の基準を日本語にあてはめることにより、
日本語では形容詞のみならず、形容動詞や「～テイル形」などが表す意味まで比較の対象として取り
上げることになり、単なる品詞の同一性に縛られた語彙の選択とは異なる比較が可能になった。
さらに、選択した語彙の中から、単純語のうちで意味的に使用範囲が広く、かつ両言語にとっての
固有語を「基本語」としてとりあげて重点的に分析の対象とした。その結果、個々の意味領域につい
て典型的意味と周辺的意味についての区別が両言語でどのように異なっているかを示す、的確な用例
を過不足なく挙げることができた。
(3)基本語を定めることにより、両言語の感覚語彙の形態的特徴の差異が明快に記述された。特に韓
国語の子音体系「平音。激音・儂音」の３つの区別と母音の「陰陽」の区別が同一の語の中に現れる
１２７
複数の形式について、微妙なニュアンスの違いが表現されていることを韓国語ネイティブに対する調
査に基づいて記述した一覧表は、丁寧な日本語訳とともに、これまでにない貴重な言語資料として評
価できる。
また、従来は等閑視きれていた「接尾辞を多用する韓国語に対し、接尾辞も使う日本語」という違
いや、「複合語の結合順序の違い」を指摘して注意を喚起した点もあわせて、今後の研究の成果がま
たれる。
(4)基本語からの意味の派生のありかたを、本論文独自の観点から３タイプに分けてそれぞれ定義づ
けしている。一つは「転義」であり、共起できる語彙の制限が比較的緩く、連用修飾成分。連体修飾
成分・終止成分のいずれでも用いられることが多い。しかも、同一言語内の同一文脈でほぼ意味を変
えることなく他の語に置き換えられるような意味が派生しているタイプである。二つ目は「特定場面
で共起する意味」である。共起できる語彙が相当制限され、ほぼ固定されてフレーズ化しているタイ
プである。三つ目は「慣用的意味」である。構成成分である語の個々の意味からは想像がつかない慣
用的意味を表すタイプである。これらの定義に基づいて行われた派生的意味の対比一覧表は、文法構
造の違いによって語義の転移も異なっていることを簡潔に示した言語資料として評価できる。
日本語の形容詞研究については、その文法的位置（述語・連体修飾語。連用修飾語）によって意味
が異なることが、すでに『計算機用日本語基本形容詞辞書IPAI」をはじめとする先行研究に多く指
摘されているが､,韓国語についての同種の研究は未だ多くない。本論文の派生的意味についての記述
の教材としての有用性は韓国国内で高く評価され、前日語。日文学会長イムパルヨン教授の推薦によ
り、本論文の派生義比較研究の部分は用例辞典としての出版が予定されている。
(5)本論文は、個々の意味領域について、ほかの感覚を現す意味領域に関係づけられた「共感覚メタ
ファー」を過不足なく確認することによって、共感覚メタファーの体系図として代表的なものとされ
ている国廣哲弥氏の体系図に対して二つの訂正を加えた。一つは次元を削除すること、もう一つは嗅
覚から味覚へのメタファーが存在することの指摘であり、この訂正は、韓国語と日本語の比較対照に
よって可能になったものと評価できる。
(6)派生的意味は、ほとんどの場合、感覚語の意味として設定した６種類の語場や３８の意味領域の
いずれにも所属できない複合的意味を表現する。それらの派生的意味と基本義の関係を｢マッピング」
の概念を援用して図示したことは、反義語関係にあるペアの語彙が両言語でどのように異なる意味機
能を担うかを端的に記述する方法として評価できる。具体的には、反義語としてペアになっている基
本語がそれぞれ派生的意味を生じた場合､転義､共起する意味､慣用語の３タイプのいずれについても、
その基本語の意味を「基底スペース｣、派生義を「新スペース」とみなし、その二つのスペースをつ
なぐ意味特徴を｢コネクタ」と捉えた。このコネクタが反義語の双方に同じように機能すればペアマッ
ピングの成立とし、新スペースが片方の語にしか生じずコネクタが反義語の一方にしか機能しない場
合をシングルマッピングとしたうえで、韓国語と日本語の反義語がどのように異なる派生義を生み出
すかを明確な基準に基づいて比較し、かつその結果をわかりやすく図示している。
口頭発表会では、複合語内の語順と意味の修飾非修飾を平衡して理解すべきか否かに関する質問があり、論文
検討会では、感覚の下位分類と客観性主観性との関わり、および感覚に加わる評価と感情との境界線の引き方が
議論された。また、音声的特徴についての記述を研究対象として如何に扱うべきかについても提案を受けたが、
いずれも筆者に対して今後に残されている研究課題を指摘し、激励する立場での発言であった。
以上の評価すべき点をふまえ、審査員一同は、孫氏の論文に対して、「独創的かつ効果的な意味記述の方法を
考案し、その方法を用いて韓国語と日本語の感覚表現体系を総体的かつ対照的に見渡せる意味記述を行った」と
して高い評価をくだし、文学博士の学位授与に値するものと判定した。
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